
1 
 

漫
画
『
馬
田
行
啓
と
小
野
光
洋
』 

―
教
育
に
情
熱
を
燃
や
し
た
文
教
大
学
学
園
の
創
立
者
た
ち 

 

第
１
章
「
創
立
者
・
馬
田
行
啓 

 

仏
教
学
者
と
し
て
の
学
識
と
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
」
解
説 

 

一
、
弁
論
会
の
リ
ー
ダ
ー
的
存
在 

～
福
井
県
立
武
生

た

け

ふ

中
学
校
時
代 

一
八
八
五
（
明
治
一
八
）
年
九
月
、
馬
田
行
啓
は
、
福
井
県
今
立
郡
国
高
村
に
馬
田

茂
羽
右
衛
門
の
三
男
と
し
て
誕
生
し
た
。
な
お
、
国
高
村
は
現
在
の
越
前
市
に
位
置

し
、
越
前
市
は
和
紙
、
箪
笥
な
ど
モ
ノ
づ
く
り
で
有
名
な
地
域
で
あ
る
。 

幼
い
頃
の
名
前
は
乙
五
郎
で
あ
り
、
一
八
九
五
（
明
治
二
八
）
年
に
大
阪
府
島
上

郡
本
澄
寺
に
お
い
て
得
度
し
、
行
啓
日
運
と
改
名
し
た
。 

そ
の
後
、
馬
田
は
、
福
井
県
立
武
生
中
学
校
に
進
学
す
る
。
中
学
時
代
の
特
筆
す

べ
き
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
し
て
、
弁
論
会
の
設
置
が
あ
る
。
統
率
力
に
す
ぐ
れ
た
馬
田
が
、

生
徒
の
個
性
の
尊
重
や
、
話
し
合
う
こ
と
の
大
切
さ
を
生
徒
に
説
い
て
い
た
（
漫
画

本
編
一
二
ペ
ー
ジ
参
照
）。 

中
学
時
代
の
馬
田
に
つ
い
て
、
王
子
保

お

お

し

お

村
誌
刊
行
会
『
王
子
保
村
誌
』（
一
九
六
二

年
）
に
お
い
て
は
、
次
の
よ
う
な
記
述
が
確
認
で
き
る
。 

 

在
学
中
は
学
業
優
秀
、
加
う
る
に
謹
厳
な
人
と
な
り
と
統
率
の
天
才
は
つ
と
に

認
め
ら
れ
て
、
常
に
級
長
と
し
て
級
を
率
い
、
特
に
五
年
の
折
は
、
風
紀
生
を

兼
ね
て
全
校
生
徒
の
善
導
に
任
じ
、
又
そ
の
宛
転
玉
を
転
ば
す
弁
論
は
、
や
が

て
同
校
弁
論
会
の
創
設
を
促
し
、
そ
の
話
術
は
他
日
師
が
宗
教
界
に
於
け
る
活

躍
に
重
要
な
役
割
を
果
し
た
の
で
あ
る
（
六
九
七
～
六
九
八
ペ
ー
ジ
） 

 

す
な
わ
ち
、
馬
田
は
、
在
籍
当
時
よ
り
成
績
が
優
秀
、

な
お
か
つ
謹
厳
実
直
な
性
格
で
あ
り
、
学
内
の
リ
ー
ダ

ー
と
し
て
一
目
置
か
れ
る
存
在
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

少
し
難
し
い
言
葉
で
記
述
さ
れ
て
い
る
が
、「
宛
転
玉
を

転
が
す
」
す
な
わ
ち
、
澱
み
な
く
非
常
に
美
し
い
声
で
、

弁
論
部
の
部
員
を
指
導
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。 

  

二
、
若
き
仏
教
研
究
者
の
誕
生 

～
早
稲
田
大
学
時
代 

一
九
〇
五
（
明
治
三
八
）
年
三
月
、
馬
田
は
、
福
井
県

立
武
生
中
学
校
を
卒
業
し
た
（
立
正
学
園
『
馬
田
行
啓
先

生
追
憶
抄
』
一
九
五
二
年
、
一
四
ペ
ー
ジ
）。
そ
の
後
、
馬
田
は
、
早
稲
田
大
学
文
学

部
哲
学
科
に
入
学
し
て
い
る
。 

馬
田
が
入
学
し
た
時
期
は
、
ち
ょ
う
ど
教
育
制
度
が
変
化
し
た
時
期
で
あ
り
、
そ

の
変
遷
に
つ
い
て
簡
単
に
紹
介
し
て
お
こ
う
。
一
九
〇
二
（
明
治
三
五
）
年
九
月
に
、

私
立
学
校
令
に
基
づ
き
「
東
京
専
門
学
校
」
か
ら
「
早
稲
田
大
学
」
と
改
称
し
た
（「
早

稲
田
大
学
」『
国
史
大
辞
典
』）。
一
九
〇
三
年
（
明
治
三
六
）
年
三
月
に
「
専
門
学
校

令
」（
勅
令
第
六
一
号
）
が
公
布
さ
れ
る
と
、
同
法
に
も
と
づ
く
大
学
に
位
置
付
け
ら

れ
た
。
な
お
、
入
学
資
格
に
つ
い
て
は
、
第
五
条
に
次
の
よ
う
に
規
定
さ
れ
て
い
た
。 

 

第
一
条 

高
等
ノ
学
術
技
芸
ヲ
教
授
ス
ル
学
校
ハ
専
門
学
校
ト
ス 

 

第
五
条 

専
門
学
校
ノ
入
学
資
格
ハ
中
学
校
若
ハ
修
業
年
限
四
箇
年
以
上
ノ
高

等
女
学
校
ヲ
卒
業
シ
タ
ル
者
又
ハ
之
ト
同
等
ノ
学
力
ヲ
有
ス
ル
モ
ノ

ト
検
セ
ラ
レ
タ
ル
者
以
上
ノ
程
度
ニ
於
テ
之
ヲ
定
ム
ヘ
シ
（
後
略
） 

第
六
条 
専
門
学
校
ノ
修
業
年
限
ハ
三
箇
年
以
上
ト
ス 

 

つ
ま
り
、
馬
田
が
入
学
し
た
時
期
の
早
稲
田
大
学
は
、
大
学
と
い
う
名
称
で
は
あ

っ
た
が
、
教
育
制
度
上
は
専
門
学
校
で
あ
っ
た
。
な
お
、
一
九
〇
八
（
明
治
四
一
）
年
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に
お
け
る
学
校
系
統
図
は
、
四
ペ
ー
ジ
目
を
参
照
の
こ
と
。 

一
九
一
八
（
大
正
七
）
年
一
二
月
に
「
大
学
令
」
が
公
布
さ
れ
る
と
、
一
九
二
〇

（
大
正
九
）
年
二
月
に
は
、
早
稲
田
大
学
は
大
学
令
に
基
づ
く
大
学
に
認
可
さ
れ
た

の
で
あ
る
。 

 

こ
の
写
真
は
、
一
九
〇
九
（
明
治
四
二
）
年
五
月
四
日
に
開
催
さ
れ
た
「
早
稲
田
日

蓮
主
義
研
究
会
予
餞
会
」
で
撮
影
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
予
餞
会
と
は
、
卒
業
生
の

送
別
会
の
こ
と
で
あ
る
。
最
前
列
の
中
央
で
杖
を
持
つ
の
が
大
隈
重
信
総
長
で
あ
り
、

大
隈
の
左
後
側
に
位
置
し
て
い
る
の
が
学
生
時
代
の
馬
田
で
あ
る
（
漫
画
本
編
一
三

ペ
ー
ジ
、
下
段
の
写
真
丸
囲
を
参
照
）。 

 

  

出
典
：「
早
稲
田
日
蓮
主
義
研
究
会
予
餞
会(

大
隈
重
信
・
高
田
早
苗
・
東
儀
鉄
笛
と

宇
野
即
成
・
馬
田
行
啓
・
竹
下
明
次
郎
等
学
生
達
。
於
、
大
隈
邸
）、
資
料
番
号
：

B007-11 

https://archive.waseda.jp/archive/detail.html?arg={%22subD

B_id%22:%22109%22,%22id%22:%2226593;1%22}&lang=jp 

 

一
九
〇
九
年
七
月
に
早
稲
田
大
学
を
卒
業
し
、
そ
の
後
、
早
稲
田
大
学
宗
教
研
究

科
に
進
学
し
て
い
る
。
一
九
一
〇
（
明
治
四
三
）
年
一
〇
月
、
研
究
論
文
「
原
始
佛
教

の
研
究
」
を
提
出
し
宗
教
研
究
科
を
卒
業
し
た
。
修
了
後
は
早
稲
田
大
学
に
嘱
託
講

師
に
迎
え
ら
れ
、
若
干
二
五
歳
に
し
て
研
究
者
、
教
育
者
の
道
に
す
す
む
こ
と
と
な

る
（
前
掲
『
馬
田
行
啓
先
生
追
憶
抄
』、
一
四
ペ
ー
ジ
）。 

さ
ら
に
、
一
九
一
七
（
大
正
六
）
年
四
月
、
早
稲
田
大
学
出
版
部
よ
り
『
印
度
佛
教

史
』
を
著
し
た
。
こ
の
時
、
馬
田
は
三
二
歳
で
あ
り
、
気
鋭
の
研
究
者
と
し
て
広
く
名

前
が
知
れ
渡
っ
た
。 

そ
の
た
め
、
同
年
七
月
に
は
鉄
道
同
友
会
か
ら
の
依
頼
に
よ
り
、
北
海
道
を
巡
行

し
各
地
で
講
演
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
講
演
の
依
頼
は
と
ど
ま
る
こ
と
な
く
佐
渡
や

甲
府
に
赴
い
た
。『
早
稲
田
学
報
』
に
は
講
演
の
詳
細
が
記
録
さ
れ
、
一
九
一
八
（
大

写
真
の
比
較 

右 

立
正
学
園
時
代 

左 

早
稲
田
大
学
時
代 

※
集
合
写
真
を
拡
大
し
た
も
の 
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正
七
）
年
七
月
に
新
潟
県
佐
渡
郡
に
お
い
て
講
演
会
を
開
い
た
。
七
日
に
は
河
原
田

町
（
現
・
佐
渡
市
）
の
妙
経
寺
に
お
い
て
「
世
界
の
佐
渡
」、
翌
八
日
に
は
相
川
町
小

学
校
に
お
い
て
「
現
代
と
宗
教
」
と
題
し
講
演
し
た
。
い
ず
れ
も
聴
衆
が
千
名
を
数

え
る
盛
況
で
あ
る
こ
と
を
記
事
は
伝
え
て
い
る
。
さ
ら
に
、
同
年
一
〇
月
に
は
山
梨

県
甲
府
に
お
い
て
「
世
界
の
大
勢
と
日
本
仏
教
徒
の
使
命
」、「
時
代
の
趨
勢
と
仏
教
」

を
テ
ー
マ
に
登
壇
し
て
い
る
。 

こ
の
よ
う
に
、
馬
田
は
、
二
〇
代
後
半
～
三
〇
代
前
半
に
か
け
て
研
究
者
と
し
て

の
地
位
を
確
立
し
た
ほ
か
、
積
極
的
に
情
報
を
発
信
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
確
認
し
、

学
校
教
育
へ
の
関
心
を
次
第
に
高
め
て
い
く
の
で
あ
っ
た
（
漫
画
本
編
二
〇
ペ
ー
ジ

参
照
）。 

 
 

 
 

 

 

三 

大
学
教
員
と
し
て
教
育
活
動 

～
日
蓮
宗
大
学
（
立
正
大
学
）
時
代 

馬
田
は
、
一
九
一
二
（
明
治
四
五
）
年
四
月
に
日
蓮
宗
大
学
に
お
い
て
嘱
託
講
師

と
し
て
教
鞭
を
ふ
る
っ
た
。
さ
ら
に
、
一
九
一
九
（
大
正
八
）
年
一
〇
月
に
は
、
日
蓮

宗
大
学
の
教
授
と
中
学
部
教
頭
に
就
任
し
た
。 

日
蓮
宗
大
学
時
代
に
お
け
る
馬
田
の
最
大
の
業
績
は
、
大
学
昇
格
の
中
心
的
人
物

と
し
て
尽
力
し
た
点
で
あ
ろ
う
。
一
九
一
八
（
大
正
七
年
）
一
二
月
に
「
大
学
令
」

（
勅
令
第
三
八
八
号
）
が
公
布
さ
れ
、
こ
れ
を
契
機
に
私
立
大
学
が
誕
生
し
た
。
一

九
二
〇
（
大
正
九
）
年
に
は
早
稲
田
大
学
の
ほ
か
慶
應
義
塾
大
学
、
明
治
大
学
な
ど

八
校
が
大
学
に
昇
格
し
た
。
日
蓮
宗
大
学
は
、
一
九
二
四
（
大
正
一
三
）
年
に
専
門
学

校
か
ら
大
学
に
昇
格
を
果
た
し
、
大
学
名
を
立
正
大
学
と
改
称
し
た
。
こ
の
一
連
の

動
き
に
お
い
て
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
た
の
が
、
ほ
か
な
ら
ぬ
馬
田
で
あ
っ
た
。

馬
田
は
、
校
舎
建
築
の
監
督
、
文
部
省
へ
の
陳
情
の
ほ
か
に
も
、
時
に
は
当
時
の
首

相
で
あ
る
清
浦
奎
吾
に
直
談
判
す
る
な
ど
、
奮
闘
し
た
（
立
正
大
学
史
編
纂
委
員
会

編
『
立
正
大
学
の
１
４
０
年
』
立
正
大
学
学
園
、
二
〇
一
二
年
、
二
二
ペ
ー
ジ
） 

大
学
昇
格
後
も
立
正
大
学
の
教
授
と
し
て
教
鞭
を
取
り
、「
仏
教
概
論
」「
仏
教
史
」

な
ど
の
講
義
を
担
当
し
、
一
九
二
九
（
昭
和
四
）
年
ま
で
そ
の
職
に
あ
っ
た
。
教
授
と

し
て
教
壇
に
立
つ
ほ
か
に
、
一
九
一
九
（
大
正
八
）
年
一
一
月
に
は
後
述
す
る
日
蓮

宗
大
学
社
会
問
題
研
究
会
の
会
長
に
就
任
す
る
の
で
あ
る
。 

 

 

次
の
第
二
章
で
は
、
社
会
問
題
研
究
会
に
所
属
し
て
い
た
小
野
光
洋
が
馬
田
と
出

会
い
、
両
者
が
力
を
合
わ
せ
て
女
子
教
育
機
関
、
す
な
わ
ち
立
正
学
園
（
現
在
の
文

教
大
学
学
園
の
前
身
）
の
設
立
に
動
き
出
す
こ
と
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
詳
細
に
つ

い
て
は
、
乞
う
ご
期
待
く
だ
さ
い
。 
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【
参
考
資
料
】
一
九
〇
八
（
明
治
四
一
）
年
学
校
系
統
図 

文部科学省『学制百五十年史』2022 年、1004 ページ 

https://www.mext.go.jp/content/20220902-mex_soseisk01_000024797_24.pdf 


